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まず、 1 つ目の手法として、対象とする細菌を特異的に検出できる蛍光 in situ ハイブリダイゼーション
(fluorescence in situ hybridization ; FISH) 法と細菌の呼吸活性の有無を評価できる 5-cyano・2 ， 3-ditolyl




存在していると考えられるため、定常期および PBS 中、 4 0Cの貧栄養環境に数日間曝すことにより生理活性を有す
るにもかかわらず通常の培養法で、は培養困難な状態に陥った P putida を牛乳に添加して比較した。その結果、定常
期の P putida を牛乳に添加した場合には、その計数値は両方法で同等であったのに対し、貧栄養環境に曝した P
??A官
putida を用いた場合には CTC-FI8H 法のみで検出できた。また、 CTC-FI8H 法では 6 時間以内に検出できたが、培
養法では 2 日を要した。以上のことから、本手法により、培養操作に依存することなく迅速かっ正確に、牛乳から呼
吸活性を有する対象の細菌を定量することを可能にした。























まず、細菌の 168 リボソーマル RNA の塩基配列に基づいて標的の細菌を検出できる蛍光 in situ ハイブリダイゼ
ーション (FI8H) 法と、細菌の呼吸活性の有無を評価できる 5-cyano・2 ， 3-ditolyltetrazolium chloride 染色法を選択
し検討した結果、牛乳から呼吸活性を有する、ンュードモナス属菌を 6 時間以内に特異的に定量することを可能にした。
次に、 FI8H 法と細菌の増殖能の有無を評価できるマイクロコロニ一法に着目し、複数種の細菌を標的とした。その
結果、増殖能を有する腸内細菌科の細菌とシュードモナス属菌の同時定量を可能にした。両手法を最適化することに
より、生理活性を有する標的の細菌を、一般的な培養法より短時間かっ高い感度で検出できた。
これらの手法は、検出対象とする細菌の迅速かっ高感度な定量を可能にしたものであり、飲食品に応じた前処理を
行うことにより、モデ、ル試料とした牛乳以外の飲食品にも応用可能であると考えられる。また、各々の細菌に特異的
なプローブを併用することにより、多くの細菌の同時検出が可能である。以上の知見は、飲食品の衛生微生物学的な
安全性の向上に寄与するものであり、博士(薬学)の学位を授与するにふさわしいと考える。
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